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課題 名

１福岡県産米の食味改善に関する試験

米の食味の理化学的評価法

分 類 ②

試験研

究年次
６３～２年（完了）

Ｉ 目的

官能検査による米の食味評価と理化学的特性の関連を検討し、食味の理
化学的評価法を確立する。

Ⅱ 試験方法

１供試材料６３年産農産研究所奨励品種決定調査より１４系統・品種。

２調査方法

元 年産〃 1５〃

２年産〃２８〃
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Ⅳ 主要成果の具体的データ
第１表食味総合評価と理化学的特性の単相関
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第２表食味総合評価と理化学的特性の重相.関

年次

6３

1

注）①６３年は、＝１４，１年は、＝15。
②標準偏回帰係数の＊*は、１％水準で有意。

重相関

係数

０．８６

０．８６

０．８２

０６９７

Oｂ９６

０．９５

０．９５

０．９４

０６９３〃

年次

６３

１

２

6３

１

２

6３

１

6３

１

：標準偏回帰係数』．。

窒素アミロース 最高粘度フ､、 1,-ｸﾀ゙ ｳﾝ

-０．３９０．０７０．４５

－０．３９０．５２
＝ ‐０．，００１０．８３

*＊

＊＊

＊＊

*＊

＊＊

＊＊

６
１
５
６
２

７
７
７
７
９

●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０

０．１５

０．２９

０．０９

０．２４

0．１９

０．１３

０．２０

『
『
。

０．１５

０．２６

０．１６

０．１０

画
一
』
一
』

食味評価法として利用する。
測定するためにはアミログラフが必要

定できない。‐

ろ
を
測

成果の評価と取扱上の留意点

良j食味/品･種選;定試験におけ
最高粘度とプレークダウ ン

であ り 、 １ 時 間 に 約 １ 点 しか

Ｖ

１

２

及び簡易

説明変数としての理化学的特性の選択訓法

<年次間差を含めた食･味評価の精度向上

今後の研究上の問題点
重回帰分析における
理化学的特性に基づ

評価法の確立「

Ⅵ

１

２

Ⅶ資料 名

１６３～２年度福岡県農業総合試験場水稲奨励品種決定調査成績書
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